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団体 SEWA（Self Employed Women’s Association）の
研究を行っている。他方，インドのマハーラーシュト
ラ州プネー市では女性廃棄物回収人が団結して




















































































































































































































数は第 1 表に示されているように，年齢は 6 歳から
17 歳までの，男児 79 人，女児 12 人であり，圧倒的
に男児が多い。女児は 7 歳の 1 人を除いてあとの 11
人はすべて 11 歳以上である。しかし，男児の 15 歳
から 17 歳までが男児全体の 3 分の 1 を占めているの












族（4 ～ 5 人家族が半数以上を占めている）と同居し
ている。別居は 5 人で，7 歳：1 人，16 歳：1 人，17
















ル 地 区 で は NGO で あ る UCEP（Underprivileged 
Children’s Educational Program）が経営する学校があ
るため，就学児童が多く，有価廃棄物回収児童の 3 分





が退学している。在学最高学年は，1 年：2 人，2 年：
8 人，3 年：10 人，4 年：3 人，5 年：2 人，6 年：1 人，
7 年：2 人，8 年：3 人（学年記入の回答者のみを抽出）










6 歳 7 歳 8 歳 9 歳 10 歳 11 歳 12 歳 13 歳 14 歳 15 歳 16 歳 17 歳 計
男 1 3 2 3 6 10 15 6 8 12 6 7 79
女 1 4 4 1 1 1 12
計 1 4 2 3 6 14 19 7 9 12 7 7 91























2 8 14 3 2 1 3 5 1 39
未就学 2 2 5 1 3 3 3 19
就学中 26 2 2 3 33
計 4 10 45 4 2 6 6 10 4 91
資料：第１表に同じ。
第３表　地区別有価廃棄物回収労働時間
2 時間 3 時間 4 時間 5 時間 6 時間 7 時間 8 時間 9 時間 10 時間 11 時間 12 時間 計
コムラプル 2 1 4
ティティパラ 1 1 1 1 4 1 1 10
アウトフォー
ル・ドルプル
8 6 6 8 7 2 2 2 3 1 45
ガンダリア 1 2 1 4
グリスタン 1 1 2
ジャトラバリ 1 2 1 1 1 6
ドヤゴンジ 1 1 1 3 6
ジュライン 1 1 1 2 1 1 2 1 10
その他 1 1 2 4




を示している。4 時間以下が 33%，5 時間から 8 時間

























る。第 1 のグループは，深夜 1 時から 3 時に出かけ
るグループであり，さほど長時間の作業を行わない。
安全性のことを考え，すべてが集団行動をとっている。





1 時 2 時 3 時 5 時 6 時 7 時 8 時 9 時 10 時 11 時 12 時 14 時 16 時 18 時 計
2 時間 2 1 1 3 4 11
3 時間 1 1 4 1 1 1 9
4 時間 1 1 1 3 4 1 11
5 時間 2 1 1 6 10
6 時間 2 1 1 1 1 3 2 1 1 13
7 時間 1 1 2 5 1 10
8 時間 1 2 1 3 7
9 時間 2 3 1 2 8
10 時間 1 2 1 4
11 時間 1 1
12 時間 1 1 4 1 7




が 10 歳以上である。第 2 のグループは，朝 6 時頃か
ら 12 時頃までの午前中に作業を開始，夜までには
帰ってきている。このグループの児童数が最も多い。
第 3 グループは，朝の 9 時から 10 時に出かけ，夜に
帰ってくる。長時間労働グループと言える。第 2 グ
ループと第 3 グループ双方において仕事を開始する


























































50 60 70 90 100 120 150 200 250 300 400 500 計
就学者 1 2 3 1 12 2 8 8 37
非就学者 2 6 3 6 1 12 18 6 54
計 1 4 3 1 18 2 11 14 1 12 18 6 91
資料：第１表に同じ。
第６表　年齢別有価廃棄物の回収形態（単独・集団）
単独行動 集団行動 両方 計
6 歳 1 1
7 歳 1 1 2 4
8 歳 2 2
9 歳 2 1 3
10 歳 3 3 6
11 歳 7 5 2 14
12 歳 6 11 2 19
13 歳 1 3 3 7
14 歳 2 5 2 9
15 歳 3 7 2 12
16 歳 4 2 1 7
17 歳 3 4 7












についての質問をしたところ，12 歳が 3 人，13 歳～
















































くことは許可されない（第 39 条と第 40 条）。同時に，
就労時間については，工場や鉱山では一日 5 時間以
上，週に 30 時間以上の労働は禁じられている。それ
以外の場所での労働は，一日 7 時間，週に 42 時間を
限界として許可される。ただし，残業は，前者後者と
もで週 6 時間を限度に認められている。そして，一日
午後 7 時から午前 7 時までの間の就労は禁じられて
いる（第 41 条）。









　それに先立つ 2010 年 3 月，政府は国家児童労働撤



















（Ullah et al, 1999, p.43-44）。とはいえ，中には就労児
童やストリート・チルドレンを保護し，適切な環境の
下で教育している NGO も存在する。ここでは，エク


























































































ラムに沿って，授業がなされる。1 年から 4 年，6 年
と 7 年は 6 か月で一年間の授業を終え，5 年と 8 年は
一年間かけてのコースとなっている。このことは，中
等学校の終了に必要な 8 年のスクーリングを 5 年で
終わらせるということを意味する。






開始した。2015 年時点で 53 の学校と 10 の職業訓練
学校で 55,000 人が学んでいる。また，この 2015 年ま












































































































































































1 ）さらに詳しく知りたい場合は，三宅（2008）の第 4 章社
会配慮的視点からの廃棄物管理へのアプローチを一読のこと。

























年 8 月 18 日）。
6 ）http://www.greenpeace.org/international/en/canpaigns/
climate-change/（最終閲覧日 2017 年 8 月 18 日）。
7 ）http://www.unicef.or.jp/about_unicef/about_rig.html（最終
閲覧日 2017 年 8 月 10 日）。
8 ）筆者は，2016 年 3 月ベトナムのダナンの道路や最終処分
場，2017 年 9 月のインドネシアのマランの道路や最終処分
場を直接訪問したが，有価廃棄物回収児童はいなかった。













年 8 月 2 日）
12）http://www.ekmatra.org/jp/about.html（最終閲覧日 2017 年
8 月 3 日）




14）http://www.ekmattra.org/jp/academy（最終閲覧日 2017 年 8
月 6 日）
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Social Consideration on Waste Picking Children in the Developing Countries
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　　Dhaka, a capital of Bangladesh, is developing economically at a high speed as other Asian bigger cities. It leads to 
the increase of production, consumption and waste generation. The increase of waste needs proper waste management. 
In the waste management in developing countries, an approach of social consideration is very important. But, the 
number of researchers or experience business persons holding such opinion is limited. Approach of social condition 
contains (1) removal of discrimination, and prejudice on cleaners and cleaning job, (2) formalization of waste pickers, 
(3) local governance in locality and (4) environmental education. This article focuses on waste pickers and waste 
picking children. 
　　Academic approach started by C. Furedey in the late 1980s lead to a development approach and an integration 
approach in 1990s and 2000s. JICA tries to introduce formalization of waste picker. On the other hand, a child labor is 
prohibited in terms of labor law. In reality, there are still children who work as waste picker, although the number is 
decreasing. According to results of my survey on waste picking children, most of them have had experiences to go to 
school. Due to the increase of absence and harassment /violence by teachers, many children were forced to be dropped 
out or quit from school. But, children of UCEP school goes to school to study joyfully. Waste picking children who go 
to school is limited to the area, so called, of cleaners’ colony.  Their working hour is shorter than non school going 
children and their incomes get smaller.  Most of waste picking children refused to continue this kind of works in future 
because of negative impressions like shame and discrimination.
　　At the last chapter, two NGOs are introduced as bodies to reduce child labor or street children. They are Ekmatra 
and UCEP. Founders of both bodies were foreigners, who have provided an opportunity of joyful leaning and training, 
are running vocational schools. In this way, they try to decrease the number of child labor or street children. But, it is 
not enough. Because, it cannot cover the children who need to work for families facing acute poverty. Therefore, we 
need to look for a holistic approach including waste picking works of safety guaranteed and labor condition improved.
